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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クロス・マーケティンググループ 

 

[企業 ID]  3675 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023 年 6 月期 第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2023 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2022 年 11 月 22 日 

 

[ページ数]  36 

 

[時間]   15:30 – 16:18 

（合計：48 分、登壇：34 分、質疑応答：14 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長兼 CEO  五十嵐 幹（以下、五十嵐） 
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登壇 

 

司会：お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただ今から、株式会社クロス・マーケティ

ンググループ様の決算、会社説明会を開催いたします。 

今回の説明会は、会場での開催に加え、ライブ配信形式のオンラインと合わせたハイブリッドの形

式で開催させていただきます。 

はじめに、会社からお迎えしている方をご紹介申し上げます。代表取締役社長兼 CEO の五十嵐幹

様です。よろしくお願いいたします。 

本日は五十嵐社長からお話を承ることとなっておりますが、お話の後、会場からの質疑応答の時間

とさせていただきます。その後に、オンラインでご参加されている方からもご質問をお受けする予

定です。オンラインからの質疑は、画面下の Q&A 機能にて随時受け付けております。ご質問の際

は、会社名、氏名をご記載くださいますよう、お願い申し上げます。 

それでは、五十嵐様、よろしくお願いいたします。 

五十嵐：皆さん、こんにちは。ただ今ご紹介いただきました、株式会社クロス・マーケティンググ

ループ、代表取締役社長の五十嵐幹でございます。早速ですが、マスクは外させていただきます。 

本日はお忙しい中、当社の説明会にお越しいただきまして、誠にありがとうございます。 

それでは、早速でございますけれども、当社第 1 四半期決算の説明をさせていただきたいと思いま

す。 
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本日の話の流れになります。 

最初にグループ概要・事業内容についてご説明させていただきまして、二つ目に第 1 四半期の決算

概要、三つ目にトピックス、そして最後に 2023 年 6 月期の業績および配当予想についてご説明さ

せていただきます。 

また、お手元の資料、参考データがございますけれども、こちらにつきましては、後ほどご覧いた

だければと思います。 
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最初に、グループ概要、事業内容についての説明になります。既にご存じの方もいらっしゃいます

が、初めての方もいらっしゃいますので、ご説明させていただきます。 

改めまして、株式会社クロス・マーケティンググループです。私が、代表しています五十嵐幹で

す。かつ、創業者でもございます。 

創業が、2003 年 4 月 1 日。創業 20 周年を迎えている会社でございます。 

主要な財務指標、事業の規模感ということでございますけれども、前期、売上高 249 億円、営業

利益 25.2 億円というような業績規模になっております。 

事業内容につきましては、三つ主力事業がございまして、一つ目がデジタルマーケティング事業、

二つ目がデータマーケティング事業、三つ目がインサイト事業の、三つの主力事業で構成されてお

ります。詳細は後ほど、ご説明申し上げます。 

次に関連会社です。私どもは世界 10 カ国にも展開しておりまして、それらも含めまして、連結子

会社 31 社、持分法適用関連会社 4 社でグループが組まれております。 

従業員数につきましては、2022 年 9 月末段階で 1,446 名となっております。また海外の要員につ

きましては約 400 名弱と、お考えいただければと思います。 
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次に、私自身の自己紹介になります。 

私は、1973 年、東京生まれ東京育ちです。今、49 歳になっております。大学卒業したのが 1996

年ということで、ネットバブルが始まる前に大学を卒業しております。最初のキャリアでございま

すけれども、当時珍しかった、ベンチャーキャピタルに就職しております。ですので、まず新卒か

ら、ベンチャー企業のことを学んでいこうということと、実際の IPO 支援は、逆に仕事としてや

っておりまして、その中で数々のベンチャー企業に投資をし、IPO 支援をやっておりました。 

この段階で、起業につながっていく基礎的な知識、いろんな経験をさせていただきまして、私だけ

でも 2,000 社ぐらいの経営者とお会いさせていただいていますし、さまざまなビジネスモデルにつ

いて投資検討したり、実際に投資を実行し、サポートするということをやってまいりました。 

その後、2000 年、世の中がネットバブルという形でネットビジネスが成長していく中、私も投資

先含めて、仲間とネットベンチャー、ネットメディアの会社をつくりまして、そこで創業役員とし

て、ビジネスに参画しております。 

その後、2003 年前後と言いますと、ネットバブルの崩壊という時期ではございますけれども、私

自身、前職のネット企業の役員だった頃にいくつか事業を持っておりまして、その中で BtoB 市場

におけるネットビジネスというのは、今後来るだろうということと、既にクロス・マーケティング

の祖業ビジネスになりますけれども、インターネットリサーチも前職で手がけておりまして、その
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可能性を見出しながら、2003 年に 29 歳のときにクロス・マーケティングという会社を創業いたし

ました。 

その後、インターネットリサーチの専業モデルということで、2008 年東証マザーズに 5 年で上場

しております。その後 10 年を経まして、東証一部へ市場変更、その後、2022 年東証プライム市場

へ移行しているという会社でございます。 

その他、外部の仕事としましては、東証プライム市場の、オンライン英会話のサービスを提供して

おります、レアジョブという会社の社外役員も務めております。その他、業界団体としまして、一

般社団法人の日本マーケティングリサーチ協会の副会長も務めているということでございます。 

 

次に、私どもの企業理念ということで、私たちの業態を一言で申し上げますと、いわゆるマーケテ

ィング支援会社になります。 

消費者に接点があるメーカーさんとかサービス事業会社、通信会社、あと官公庁ですね。それらの

企業に対しまして、彼らのマーケティング課題を、消費者調査、もしくはデジタルマーケティング

の領域において、支援していくという業態です。 

従いまして、世の中に対して新しい商品、サービスが生まれてくること、そういうことを支援して

おりまして、結果的には消費者の皆さんの未来を作っていこうということで、私どもの企業理念も

「未来をつくろう。」という形で、掲げさせていただいております。 
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次に、事業セグメントと主なグループ企業になります。 

私どものグループ会社、現時点におきましては約 35 社で構成されておりますけれども、サービス

ごとに事業会社があるような形になっております。 

まず一番の主力事業であります、デジタルマーケティング事業。前期、売上高は約 100 億円まで

到達しております。売上構成比につきましては 40.5%です。 

主たるサービス提供の内容としましては、デジタルプロモーション、EC マーケティング支援、あ

とシステム開発。すなわち、お客様が DX サービスを始めていく中で、包括的にサービスさせてい

ただくような業態構築になっております。 

次に、データマーケティング事業。こちらは売上規模 83.7 億円。構成としましては 33.6%を占め

る事業になっております。 

こちらは、シンプルに、私どもオンライン上にアンケートにお答えいただけるパネルネットワーク

を持っておりまして、すなわちインターネットを通してアンケートデータを収集している事業にな

ります。 

次に、インサイト事業です。こちらは売上高 64.5 億円。構成比としましては 25.9%になっており

ます。 
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何をやっているのかと言いますと、データマーケティング事業で集めた消費者のデータ、主たるデ

ータとしましてはアンケートデータになりますけれども、その他、POS データとか CRM データ、

それぞれを統合しながら、お客様のマーケティング課題、どんな商品を作っていくのか、どういう

プロモーションを打っていけばいいのか、もしくはどんなタレントさんを使って広告を作るべきな

のか。 

また、どんな商品が今後衰退していくのかという市場予測的なもの、そういうものを含めまして、

生活者のデータをベースにしながら、お客様のマーケティング課題をコンサルティングしていくと

いうような事業になっております。 

これら三つの主力事業をもちまして、クロス・マーケティングループという形で構成されておりま

す。 

 

次に、主要な事業展開および実績推移になります。 

私ども会社の成長戦略の中におきまして、自分たちで新しい事業をつくっていく、また社内ででき

ないリソースに関しましては、M&A を通じて自分たちのやれる領域を積極的に広げてきた会社に

なります。 

東証マザーズに上場したときは、売上高が 27 億円です。こちらを約 14 年かけまして、今期進行

期になりますけれども、売上高 280 億円を狙える事業規模に育ってきております。上場がゴール
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という会社ではなくて、上場してからもさらに成長を加速させ、約売上高 10 倍まで引き上げてき

ている会社でもあります。 

その途中プロセスの中で、こちらの図、下段にありますけれども、まず東証マザーズ上場したと

き、これはリーマンショックのときに上場したわけですけれども、今後、より大きな市場に出てい

く、またリーマンショックのショックを受けながら、より成長させていくということで、まずイン

ターネットリサーチの業態から、総合マーケティングリサーチ業態という形で、総合化を図りまし

た。 

それらを通じまして 2012 年まで成長を加速させ、さらに IT ソリューションということで、今、

DX の分野になっておりますけれども、スマートフォンの台頭に基づくモバイルシステムを、自分

たちでも提供できるような会社をつくっていこうということで、IT ソリューション事業を開始し

ております。 

また、海外展開ということで、2013 年頃から、今後広がっていく消費市場ということで、中国、

あと東南アジアを含めたアジア大陸に着目しまして、日系企業も含めて海外支援していくというこ

とで、中国、シンガポールに現地法人を設立し、また、Kadence International という、海外 10 カ

国に展開しているマーケティングリサーチ会社の買収に踏み切っているということです。 

2015 年には、マーケティングソリューション、特に DX 分野ということで、デジタル広告の代理

店、D&M という会社を新規事業として開始しております。 

また 2021 年には、ドゥ・ハウス、いわゆるモラタメとか新しい商品を試していただけるようなメ

ディアを運営している会社、ドゥ・ハウスという会社の買収に踏み切っております。 

私ども、今まで大なり小なり 15 社ぐらいの M&A を継続してやってきておりまして、自分たち自

身で領域を広げることで、自分たちのリソースがないものに関しましては、M&A も活用しなが

ら、積極的な事業展開をしてきた会社になります。 

創業以来、そういう積極的な事業展開をしておりますけれども、営業利益段階では 1 回も赤字を出

したことがない会社になります。 

そういう形で、私どもの本質と言いますのは、現業にこだわることだけではなく、市場の今後の方

向性を鑑みながら、積極的に会社を拡大させていくという基本方針でございます。 
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次に、事業の変遷です。 

今口頭で申し上げましたとおり、もともとネットリサーチで始めた会社が総合化を図り、マーケテ

ィングリサーチ。さらには IT 分野を取り込むことによって、マーケティングソリューション。 

近年、中計の中でも注力していますのが、マーケティング DX ソリューションということで、今ま

で積み重ねてきたグループのアセットを、DX 分野に対しまして集中的に投資を行っていくという

方針です。また、サービスも DX を土台にしながら、その領域に対してさまざまなサービス群を作

っていくという基本方針で動いております。 

すなわち、これは会社の意思としましては、より大きな市場へチャレンジしていきたいというよう

な意思表示でもあります。 
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次に、グループ全体の強みということで、資産とインフラのご説明をしたいと思います。 

私どもは四つの強みを有しておりまして、まず最大の強みは、767 万人のパネルネットワークで

す。これは日本国内に保有しておりまして、いわゆる中堅メディア、例えば NIFTY SERVE さんと

か、Ponta とか、そのようなネットでポイントシステムを提供しているような会社さん約 30 社と

事業提携関係にございまして、私たちのサーバーでシングルソース化を進めております。そのシン

グルソース化されたデータが約 767 万人、データ結合が終わっております。 

また、かなり詳細なプロファイルデータを持っておりまして、約最大 2,500 項目の消費者のさまざ

まなデータを保有しています。わかりやすく申し上げますと、皆さんもネットメディアに会員登録

されるとは思いますけれども、基本的な氏名、住所、性別、年齢とか、あと既未婚ぐらいは入れら

れると思うんですけれども、それ以外に私たちのほうでデータベースとして、さまざまな項目を付

加しております。 

例えば、オンライン証券会社はどこを使っているのか、生命保険の契約先、あと付き合っている金

融機関、また自動車はどんな自動車を持っているのか、メーカー車種、年式まで押さえています。 

そのような形で、このシングルソース化されたデータベースに対して、かなり詳細なデータを付加

することによって、リサーチに活用していく、もしくはプロモーションでかなり詳細なターゲティ

ングができるような構造になっております。 
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ですので、僕らの現時点でのマーケティング DX ソリューションというビジネス業態の根幹になっ

ているデータベースになっております。 

次にデータアナリティクス技術ということで、当然、データベースを溜めた後、さまざまなデータ

分析を行っていきます。最近は、かなりネットの情報、あと CRM データ、さまざまなデータを大

規模にいろんな企業様が保有されておりまして、やはりこの解析技術が非常に重宝されてきます。 

私どもは、このリサーチャーと言われている専門職種、消費者データを分析する人間を約 300

名、内部に抱えておりまして、単純にデータを集めるだけではなく、そこから分析し、何らかの提

言すらできるような専門家集団を保有しているということでございます。 

また、エンジニア組織、私たちの基幹システムは内部で開発できるような体制も持っておりまし

て、100 名超のエンジニア組織も内部に保有しているということでございます。 

またグループ会社を通じまして、約 5,000 社、7 万 2,000 窓口。これは、特にマーケティングセク

ションでありますとか、広告セクション、市場調査のセクション、あとは DX 化の推進をしている

ようなセクションです。 

これらに対しまして、グループ全体を通じて、これのアセットを保有しておりますので、今後、グ

ループシナジーを出していくということで、この大規模な窓口を活用しながら、クロスセルをして

いく、もしくは新しいサービスをつくっていく、そんなことを手がけたいと考えております。 
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先ほどご説明しました、パネルの活用ということで、どういう形で使っているのか、こちらに記載

させていただいております。 

左下に、約 767 万人パネルネットワークというものを保有しておりまして、一つのシングルソー

スデータベースになっています。 

こちらに対しまして、私どもの主力事業はどんなものに使っているのかと言いますと、例えばデジ

タルマーケティング事業です。ネット広告、ネットのプロモーション案件でこのパネルを活用して

おります。ですので、私どもが保有している詳細なプロファイルデータに基づいて、広告主の皆様

が効率よく広告が打てるようなネットワークになっております。 

またデータマーケティング事業におきましても、インターネットを通じてアンケートの配信を行っ

ておりまして、こちらは日本国内だけでも年間 2 万件の案件を扱っております。こちらを日々、こ

ちらのネットワークに配信させていただきまして、生活者のアンケートデータを集めているという

ことです。 

インサイト事業に関しましては、さらに、インタビュー調査とか、さまざまなオフライン的な調査

ですね。会場に集まっていただくような調査がございますので、さまざまな形のサービスに、この

データベースを活用させていただくという形になっております。 

ですので、このパネルネットワークの基盤を活用しながら、さまざまなビジネス開発をしていって

いるというようなことになります。 

このパネル基盤の成長につきましては、2018 年から 2022 年、この 4 年間だけでも約 500 万人増

やしております。近年の傾向としましては、毎年 100 万人ぐらい増加させていくような方針を掲

げておりまして、ここ 2 年ぐらいで、約 1,000 万人のネットワークに育っていくと、グループとし

ては考えているということでございます。 
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次に、当社グループのビジネスモデルということで、私たちの一番の根幹は何かということですけ

れども、リサーチ機能を内在化して持っております。すなわち、お客様の動向、生活者の動向とい

うものを、自分たち自身で、非常に低コストで集めるインフラを保有しております。 

その大量のファクトデータに基づいて、よりマーケティング実行支援に対して、事実データに基づ

く提案ができるということで、実行支援策を提案していく。ですので、僕らの本質的な一番の強み

と言いますのは、要するにファクトデータを事前に集めることができるということでございます。 

それに伴う科学的、論理的な提言を、他の競合他社に比べて、かなり詳細な形で対応できていると

いうことです。 

ですので、データと理解に基づいた総合マーケティングソリューション、これが当社の一番のビジ

ネスモデルの根幹になっているということでございます。 
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次に、どういうところをご支援しているのかということで、先ほど口頭で申し上げましたけれど

も、お客様のマーケティングプロセスです。 

商品開発から展開戦略、さらには販売促進ですね。世の中の人に対して、物を作って売っていこう

というプロセス全体に対して、私ども、このような事業プロットでサービスをさせていただいてお

ります。 

まずデータマーケティング事業は、全てのプロセスに対しまして、データを集めていくということ

をやっております。商品を作る段階、それをどう世の中に広めていくのか、実際の販売促進です

ね。それに対しましては、常に生活者の皆様、消費者の皆様から、実際の動きを、KPI のデータと

しても集めなきゃいけませんし、その効果を検証していかなきゃいけないということで、常にデー

タを集めております。 

インサイト事業は、商品開発から展開戦略、主にここをサポートさせていただきまして、どんな商

品を作っていくのかの方向性決めでありますとか、パッケージテスト、あとテレビ CM の制作工

程、さまざまなプロセスの戦略立案に関しまして、リサーチ会社としてサポートできる範疇の中

で、サポートさせていただいているということでございます。 

最後に、デジタルマーケティング事業は、当然新しい商品、サービスが生まれてくると、近年、デ

ジタルの中で世の中に先に知らしめていくということになってきますので、この要求に関しまして
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は、アプリ、メディアの開発、実際その保守運用、そんなことを総合的に提案させていただくとい

う業態になっているということでございます。 

 

次に、デジタルマーケティング事業/メディア・プロモーションです。 

デジタルマーケティング事業の中におきますメディア・プロモーションに関しましては、こちらは

右側の図になっております。まずメディアのほうは、新商品を試して使えるというサイトを運営し

ておりまして、こちらを通じて、この 767 万人のパネルネットワークに対して、集客をしており

ます。 

また D&M は、ネット広告のプロモーション代理店になりますけれども、こちらもこのパネルネッ

トワークに対して、ネット広告の配信をさせていただくということです。 

どれぐらいの案件ボリュームをやっているのかと申しますと、例えばネットのプロモーションに関

しましては、年間件数は約 5,000 件。またドゥ・ハウスを通じての新商品サンプリングは、年間

210 万個のサンプリング実施をしているということを、活動としてやっております。 
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次に、デジタルマーケティング事業の中の IT ソリューションです。 

開発実績を出させていただいていますけれども、皆様が日々使っていただくような、各種アプリ、

ウェブサイトの開発をしております。 

代表的な例としましては、SBI 証券のアプリとか、JAF さんのデジタル会員証、サンリオさんであ

りますとか、ソニー銀行、あとスターフライヤー、航空会社のアプリなど、さまざまな取引系のア

プリに強みを持っておりまして、このようなものを開発させていただいているということでござい

ます。 
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次に、データマーティング事業です。 

こちらはシンプルな事業になっておりまして、この業界最大級のパネルを活用させていただいて、

日々、デジタル上でアンケートを集めているというお仕事になっております。 

 

次に、インサイト事業です。 
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こちらは集まってきた生活者のデータを分析して、マーケティング課題に対して、何らかの提言を

行っていくということをやっております。 

その他、インターネット上で集められないデータにつきましては、このような形でオフラインの調

査もやっておりまして、グループインタビューでありますとか、普通の単独インタビューですね。 

その他、食品会社になってきますと、実際試食していただいて商品の味覚チェックをしたり、あと

はリアルなパッケージテストを行ったりするというようなことまで手がけているということでござ

います。 

 

次に、グローバル展開です。 

海外につきましては、インサイトビジネスとデータマーケティングビジネスを展開しております。 

世界 10 カ国に展開しておりまして、生活者のデータ、現地のデータを効率的に収集するというこ

とと、現地生活者の動向、インサイトを含む分析をしているということでございます。 

近年、コロナ後の回復過程も含めまして、売上が構成比としましては約 18%を占める、主力事業

に育ちつつあるという状況でございます。 
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これらの事業を受けまして、2023 年 6 月期第 1 四半期の決算概要になります。 

ポイントは三つになります。 

一つ目、売上高 61 億円、前年同期比 14%増、営業利益 5.1 億円 5%増です。7 月から 9 月期としま

しては、過去最高業績を更新しているという状態でございます。 

二つ目のポイント、収益性の高いリサーチビジネス。これはデータマーケティング事業とインサイ

ト事業になりますが、国内外とも、堅調に全体業績をけん引しました。 

一方、皆さんもご存じのとおり、今インフレが加速している中、消費者の消費が影響を受けてきて

おります。 

その過程の中で、いわゆる FMCG 事業ですね、消費者に販売されているような商品群が値上げを

行っている過程の中で、マーケティング予算の使い方を再検討しているということもございます。

こちらの削減の動きを受けたデジタルマーケティング事業は、成長が一旦伸び悩みというような形

で、マクロ経済の影響も受けているということも事実でございます。 

それらも含めまして、三つ目のポイントとしましては、第 1 四半期業績、基本的には比較的閑散期

です。夏休みを挟みますので閑散期になります。ですので、売上高、利益ともに一応年内予算の中

では計画線ということが、一つ言えると思います。 
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その結果、通期予想に関しましては、現時点におきましては計画の変更はありません。引き続き、

成長させていくということになります。 

 

さらに決算概要です。 

売上高は前年 53.5 億円に対しまして、実績 61 億円。構成比は下に出ております。先ほど説明しま

した、デジタルマーケティング事業が 23.1 億円から 22.4 億円ということで、マイナス 3%という

形になっています。ほぼ横ばいの状況になっております。 

一方、大きく伸びましたのが、データマーケティング事業、インサイト事業です。ともに 31%、

22%ということで、国内外比較的好調に推移したという第 1 四半期になっております。 

結果的には、営業利益プラス 5%ということで 5.1 億円という形でございます。当期純利益に関し

ましては、プラス 22%、3.3 億円という結果になりました。 
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四半期ごとの動きということで、2018 年から 2023 年の動きを示しています。 

中長期的に、経営の安定度、成長性は高まってきております。2018 年段階では売上約 40 億円のも

のが、進行期に関しましてはプラス 20 億円ということで、61 億円まで到達しているということに

なっています。 
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次に、営業利益の増減要因ということで、前年同期の比較をしております。 

各セグメントでは、売上総利益が増加しております。データマーケティング事業、インサイト事

業、ともにプラス 2.2 億円、1.3 億円という形で、粗利が増加しております。 

一方、デジタルマーケティング事業におきましても横ばいではありますけれども、プラス 0.1 億円

ということです。 

販管費に関しましては、積極的な事業展開をしていくということで、人件費、採用費等が増加して

おります。こちらでマイナス 2.4 億円。 

その他、M&A も積極的に実施しておりまして、前期と比較しまして約 4 社、新規連結が増えてお

ります。結果的には、それらの販管費の増加分がマイナス 1 億円ということでございます。 

その複合結果の中で、営業利益 5.1 億円という結果になっております。 

 

次に、それぞれの事業についてご説明申し上げます。 

最初に、デジタルマーケティング事業です。 

先ほどポイントをお伝えしました、売上高 3%減、セグメント利益 35%減ということでございま

す。 
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どういう環境かと言いますと、やはりマーケティングコストの見直しということがございまして、

案件数は伸びているんですけれども、単価が下落しております。すなわち小さな予算で、なるべく

お客様の業績に影響が出ない範囲で、小規模に予算が使われている第 1 四半期ではなかったかと思

っています。 

一方、私ども、当然短期的な業績を追うとともに、中長期でマーケティング DX パートナーという

ことで、戦略を打っておりますので、人員増強と新規連結に積極的な事業投資を行っております。 

結果的には、横ばいではありましたけれども、中長期的に戦えるような体制作りを並行してやって

いるという状況でございます。 

 

次に、データマーケティング事業です。 

売上高 31%増ということで、前年 17.5 億円から 22.9 億円という形で、大きく伸びております。ま

た、海外 10 カ国に展開しておりますので、ドル高の影響も受けておりまして、為替の影響を除く

とプラス 20%。で、為替を入れますと 31%という形で、為替の影響を加味しましても、大きく伸

びているということでございます。 

また、こちらに関しましては国内外ということで、国内では主力のオンライン実査の件数が二桁増

ということ。海外に関しましては、米国、インドの大幅増収ということです。 

これらの結果、このような成長につながっているということでございます。 
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次に、インサイト事業です。 

売上高 22%増、セグメント利益 30%増ということで、データマーケティング事業と同様に、国内

も堅調に推移し、海外につきましては、アメリカ以外のエリア、インドネシア、シンガポールです

が増収ということです。 

それらも含めまして、こちらも為替を除いて 16%、為替入れると 22%という形で増収になってい

るということでございます。 
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海外子会社の売上ということで、グローバル経済は今経済回復過程に入ってきております。それら

の需要増を取り込みながら 6 割超の増収ということで、非常に海外ビジネスが好調に推移した第 1

四半期でございました。 

売上に関しましては、北米だけではなく新興国全般的に成長したという第 1 四半期でございます。 
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トピックスです。 

私どもは、積極的なデジタルマーケティング、DX 市場に対しまして機能強化を積極的に図ってお

ります。 

直近でも 2 社 M&A しておりまして、まず Infidex という会社です。こちらは、DX 関連の商材を増

やしていこうということで、LINE のセールスパートナーの会社を買収いたしました。 

 

次に、MDIU という会社です。 

こちらは、AI を含めた技術者がいる会社になっておりまして、今後、データベースビジネスの中

におきまして、AI、ディープラーニング含めて、かなり重要なキーになってきますので、そういう

技術者、テクノロジーを持っている人材確保も含めて、買収に踏み切っているということでござい

ます。 
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これらを受けまして、2023 年 6 月期の業績および配当予想についてご説明申し上げます。 

引き続き、計画は変えないということで、過去最高業績の更新を目指しております。 

売上高は 280 億円、前年比 12.5%増、営業利益は 30 億円、19%増、こちらに向かって、各事業を

伸ばしていくという基本方針を変えず、進捗させていくということになります。 
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配当に関しまして、配当方針は基本方針としましては配当性向 15%前後を目安としながら、継続

的に安定的な増配を行っていくことを基本方針としております。 

2023 年 6 月期は、通期では 12 円、上期 6 円下期 6 円を計画しているということでございます。 

下段に、今までの配当金額につきまして表示させていただいておりますけれども、今年の配当金額

は、約 2 年前の 2 倍超という形になっているということでございます。 

以上、第 1 四半期の決算概要、事業の進捗に関して、簡易ではありますけれども、ご説明させてい

ただきました。 

以上でございます。 

司会：ご説明ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、ご案内のとおり、最初は会場にお集まりの皆様からの質疑応答に入ります。 

オンラインでご参加の皆様は、会場での質疑応答の間に、画面下の Q&A 機能にてご質問をお送り

いただきますよう、お願いいたします。 

それでは、会場でのご質問をお受けいたします。ご質問のある方は挙手していただければ、係の者

がマイクを持ってまいります。ご質問はいかがでございましょうか。 

ありがとうございます。 

質問者 [Q]：よろしくお願いいたします。 

一つ目ですけれども、現在の景気状況、いろいろ物価が高騰したりとか、お菓子メーカーさんも結

構値段を上げたりとか、こういったときのマーケティングニーズというのは、通常よりも増えると

考えたほうがいいのか。景気が一定程度順調に拡大しているときはいいんですけれども、ちょっと

混乱をきたしているようなときというのは、このマーケティングニーズがどういうニーズが出てき

て、それが業種によって濃淡があったりとか、その辺の傾向と、全体感として足元何か変化点みた

いなのがあるかどうか、教えていただけますでしょうか。 

五十嵐 [A]：足元は、マーケティングコストの使われ方に関しましては、9 月の大手上場企業を含

めた決算概要に示されているとおり、やはりインフレ傾向の中で資源高、結果的には価格のほうに

反映していかなきゃいけないということで、やはり 10 月 1 日にかなり各種商品値上げが事実とし

てございました。 

その過程の中で、やはり今、流通側とメーカー側のせめぎ合いになっていて、例えばイオンさんを

含めて、値上げしないで頑張るぞというようなことが出ていますとおり、マーケティングコスト

を、メーカーさんはバジェットを持っておりますけれども、使われ方に若干変化があるんじゃない

かなということを感じております。すなわち、流通側ではメーカーが値上げした分、価格維持をす

るということで、負担が生じますけれども、そのマーケティングコストをメーカーさんが負担して

いるという状況だと思います。 

すなわち、広告宣伝費を減らして流通側の販促原資にコストを使っていただくというようなサイク

ルに入っていくということです。 
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また、試供品含めたサンプル品ということで、メーカーさんのほうも、やはり資源高ということ

で、あまり余剰在庫を持っていない状況になってきます。すなわち、試供品を配るとかというマー

ケティングというよりは、まずは流通対策を最優先されているような印象を受けます。 

結果的には、10 月 1 日以降の値上げ影響が、メーカーさんにどういう影響を与えていくのかとい

うことで、結果的には消費、販売量が維持され、値上げの効果が出てきて、適切な粗利が確保でき

れば、そこからマーケティングを使っていくということで、若干 3 カ月くらい、今年に関してはず

れているような印象を受けております。 

ですので、本格的な回復というのは、年明け以降と捉えておりまして、まだまだ FMCG を中心と

する消費財、特に食料品と日雑品、化粧品が大きな影響を受けているんではないかということで

す。 

一方、耐久消費財に関しましては、ソニーの決算も含めて出ているとおり、比較的好調に推移して

いるんじゃないかなという形で見ているということでございます。 

そういう面では、やはり当社も、お客様、いわゆるナショナルクライアントと言われるもの全てカ

バレッジしていますので、業種ごとにむらがあるなという印象を持っているということが、今直近

の動きになります。 

以上、ご回答申し上げました。 

質問者[Q]：トータルに考えると、この 10-12 月というのが、まだマーケティングコストに投下さ

れる部分が、流通への支援みたいな形で取られてしまっている状況が続くということですか。 

五十嵐 [A]：第 2 四半期はそうだと思います。10 月から 12 月はそんな印象を受けています。 

質問者 [Q]：二つ目です。海外の状況ですが、為替で売上が膨らんでいるのはわかるんですけれど

も、利益面ではどういう状況と考えたらよろしいですか。 

五十嵐 [A]：利益面に関しましても、当然トップラインの増収率が非常に高いということで、堅調

に利益を稼いでいただいているという状況でございます。 

私どもでもグローバル展開している中の一つの気づきとして、やはり価格アジャストに関しまして

は、日本以上に海外は早いなという印象を受けております。値下げに関しましても、躊躇せずやり

ますし、ある面、会社が利益を出すためにコスト削減もすぐ手を打ってきますので。 

一方、新興国に関しましては、やはりコロナの影響が一番最後に出たということがありますので、

本格的な回復過程に入ってきているということで、インドネシア、インドを含めまして、人口規模
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が大きいところが、逆に言うとマーケティングリサーチが好調になってきているというような現象

でございます。 

ですので、グローバル経済の中、各国の産業、ポジショニングによって、むらが出ているんじゃな

いかなということです。ですので、全てが悪いというわけではなくて、好調なエリア、インダスト

リーもあれば、非常にインフレ影響を受けているような産業、国もあるということでございます。 

質問者[Q]：最後に海外です。 

今後、御社がマーケティング、今のビジネスを広げていくのは、やっぱりアジアが中心になって、

アジアの中での拠点をどんどん増やしていくという戦略を取られる。ヨーロッパとか先進国に関し

ては、そこまで力は入らないという認識でよろしいですか。 

五十嵐 [A]：逆でございまして、力を入れているのは、一番北米に力を入れています。 

なぜかと言いますと、やっぱりグローバル企業本社の位置と言いますと、日本、US、あとイギリ

スと EU になってきます。そこが大体、マーケティングコストの権限を握っているということでご

ざいますので、営業強化をしていくという観点でいきますと、やはり主要先進国に対して拠点のカ

バレッジが必要になります。 

その中で、やはりマーケティング予算を大規模に持っている、かつデジタル市場におきましても非

常に力を持ってきているのは、やはり米国市場になりますので、まず僕らは米国ファーストという

ことで、米国の営業基盤強化をかなり図っていっています。こちらは人員体制、営業体制も含め

て、よりグローバルな IT 企業を捉えていこうということで、拡販していく。 

そこで取ってきたお仕事を、アジアのインフラに対して供給していくというような戦略をとってい

くということございますので、振興市場に関しましては、拠点展開を図っていくというよりは、先

進国においての営業強化の拠点を図っていく。 

私ども、EU 圏内にまだ拠点がないんですけれども、まずアメリカを先行させながら、EU に関し

ましては、まだウクライナの戦争状態にありますので、非常にまだ影響していくだろうということ

で、ある程度見切りができた段階で、EU のほうに拠点展開を図っていくということを検討してお

ります。 

アジアのインフラに関しましては、当面新しい拠点、国を開設するという予定はございません。 

質問者 [Q]：世界的に、パネルという意味での強化というのはやられますか。 
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五十嵐 [A]：こちらは、私自身はどちらかと言うと[音声不明瞭]ばいいと思っておりまして、やは

り日本国内と違っていまして、やっぱり各国にインターネットリサーチの会社があったりとか、か

なりローカルビジネスの一つになってきます。 

ですので、私たちはそういう会社さんを活用させていただくぐらいということで、自分たちで投資

をするということよりは、どれだけ国の数をカバレッジできているのかという、外注サプライヤー

施策ですね。そういう手を打っているということでございます。 

司会 [M]：ありがとうございました。 

他に会場の皆様からご質問はございますでしょうか。ございませんか。 

それでは、ないようでしたら、オンラインでご参加の方からのご質問に移ります。ご質問について

は、当社 IR 担当の武藤様が取りまとめられます。武藤様、どうぞよろしくお願いいたします。 

ムトウ [Q]：ありがとうございます。いくつかいただいていますので、順番に読み上げたいと思い

ます。五十嵐さん、お願いします。 

締まったファーストクォーターのセグメント別で、デジタルマーケティング事業、二つの売上区分

があるんですけれども、それのメディアプロモーション、去年伸びたドゥ・ハウスと D&M が、そ

れぞれどんな感じだったか、イメージを教えていただけますでしょうかという質問です。 

五十嵐 [A]：まず、こちらに関しましては、どちらかというと影響を受けたのが、ドゥ・ハウスの

ほうが影響を受けております。なぜかと言いますと、FMCG、新しい商品をサンプリングするとい

うビジネスになりますので、食料品、日雑のお客様が多かったです。 

それに対して、やはり試供品の提供量が少ない、もしくは先ほど言いましたとおり、流通対策を先

行させるということがございましたので、そこの予算は非常に抑えられたという第 1 四半期になっ

ております。 

そういう面では、まず流通対策が終わってから、ドゥ・ハウスを中心とするサンプリングサービス

に入ってきますので、若干ずれているんじゃないかなという形で見ているということでございま

す。 

プロモーションに関しましては、引き続き、FMCG 以外のお客様を含めてやっておりますので、

案件単価は小さくなっていますけれども、取引社数であるとか案件数は増加しておりますので、そ

ちらでカバーしている状況になっているということでございます。 
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武藤 [Q]：同じような種類の質問がもう一つありまして、このデジタルマーケティング事業のセカ

ンドクォーター以降の見通しは、どうなっていますでしょうか。わかる範囲でお願いします。 

五十嵐 [A]：進行期にあります第 2 四半期ぐらいまでは、軟調傾向は続くかと考えております。 

一方、1 月以降からは、案件のブッキング状況を見ていると、回復過程に入ってくると見込んでお

りまして、引き続きその中で、通期での達成を目指していくという形になっていくと思います。 

武藤 [Q]：あと一つあります。中期計画の最終年度の利益を今期の利益計画にしてあると思うんで

すが、それのリバイスの時期とか、そういうものに関してあれば、教えてください。 

五十嵐 [A]：リバイスの時期に関しましては、現時点においては検討中ということで、マクロ経済

の状況、要するに起点が安定しないと非常につくりづらいということで、当然インフレ傾向がどこ

まで続いていくのか、ウクライナ戦争がいつ終わるのか、その辺の政治経済の状況が安定した後

に、策定できる起点が決まりましたらその段階で策定するということを基本方針としております。 

ですので、準備でき次第、また皆様にお伝えしていくという流れになっていくと思います。 

武藤[A]：最後 1 件は、MDIU の連結時期について教えてくださいとありますが、これは事務局か

ら補足しますと、資料に書いていないんですが、予定としては年明け 1 月以降、連結子会社化とい

うことで、連結予定です。 

ウェブからの質問は以上です。お返しします。 

司会 [M]：武藤様、どうもありがとうございました。 

以上で、会場およびオンラインでのご質問は終了となります。従いまして、これをもちまして、本

日の説明会は終了とさせていただきます。 

どうも五十嵐社長、本日は大変ありがとうございました。 

五十嵐 [M]：ありがとうございました。 

司会 [M]：ご参加の皆様も、どうもありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す  
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